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―方法論間の信念対立に陥らないために―
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要旨
看護基礎教育における数理・データサイエンス教育のミニマム・エッセンシャルズを検討するなかで、看護
学分野においては、現在の大部分の研究アプローチが従来型の仮説ドリブン型（仮説駆動形）アプローチであ
るのに対し、機械学習（AI）などを用いた数理・データサイエンス手法はデータドリブン型（データ駆動型）
アプローチであることを理解しておくことが、看護職として社会に出た際、数理・データサイエンスを用いる
ときに重要となることを先の論文で言及した。本論文では、仮説ドリブン型アプローチとデータドリブン型ア
プローチは、互いに独立に存在するのではなく、両者は表裏一体な関係にあり、なおかつこの両アプローチの
関係は、数理・データサイエンス教育の哲学的な背景となっていることから、看護学における方法論間の信念
対立に陥らないためにも、データドリブン型アプローチがミニマム・エッセンシャルズとして必要不可欠であ
ることを詳述する。

キーワード：数理・データサイエンス教育、ミニマム・エッセンシャルズ、データドリブン型（データ駆動型）
アプローチ、哲学的背景、信念対立
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緒言

近年、内閣府は、科学技術イノベーションの活用
を通じて「人間中心の社会」を実現する「Society5.0」
の 基 盤 的 技 術 と し て 人 工 知 能（Artificial
Intelligence, AI）を位置づけている 1）。そして、「人
間の尊厳の尊重」「多様な人々が多様な幸せを追求」
「持続可能」という 3つの理念を掲げ、その実現に向
け内閣府を中心にAI戦略に取り組んでいる 2)。内
閣府は Society5.0を、サイバー空間とフィジカル空
間（現実空間）を高度に融合されたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する未来社会の
姿として提唱している 1）。この Society5.0の実現に

はビッグデータの解析が基盤となっており、ビッグ
データの存在は重要な位置を占めている。
Society5.0は、エリック・ストルターマンが 2004
年に提唱したとされるデジタルトランスフォーメー
ション（Digital Transformation、以下DX) 3)とも密
接な関連がある。これは、DXが「ITの浸透が、人々
の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」
と説明されている 3)ことからも理解できる。DXに
ついては、わが国でも 2018年に、総務省が情報通信
白書 4)に、また、経済産業省もDXを推進するため
のガイドライン（DX推進ガイドライン) 5)に明示し
たことから、2021年現在、ニュースなどで耳にする
ことが多くなってきている。
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Abstract
Through this study, we came to the conclusion that the hypothesis-driven approach and the data-driven

approach are not independent of each other, but are inextricably linked. This relationship is essential to basic

nursing education as it is the philosophical basis of mathematical and data science education. The linkage of

these two approaches is also vital to avoid belief conflicts between nursing methodologies.

Key words: Mathematical and data science education, minimum essentials, data-driven approach, philosophical

background, belief conflict
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図 1 ナイチンゲールが作成したダイアグラム 

 

 

 

 

 

図１ ナイチンゲールが作成したダイアグラム



Society5.0にしても DX化にしても、今やいろい
ろな産業やサービスと関係している。したがって、
看護学・看護実践においても Society5.0やDX化に
迅速に対応していくことが喫緊の課題となってい
る。このことは、記述統計学を駆使して多くの傷病
兵の命を救ったのが、「近代看護の祖」といわれるナ
イチンゲールであることを思い出すと、必然だとも
いえる。彼女は統計に関する知識を存分に使ってイ
ギリス軍の戦死者・傷病者に関する膨大なデータを
分析し、彼らの多くが戦闘で受けた傷そのものでは
なく、傷を負った後の治療や病院の衛生状態が十分
でないことが原因で死亡したことを明らかにした。
彼女が取りまとめた報告書は、統計になじみが薄い
国会議員や役人にもわかりやすいように、当時とし
ては珍しかった「鶏のとさか」（図 1）と呼ばれる円
グラフの一種（ダイアグラム）を用いて、視覚に訴
えるプレゼンテーションであった 6)。これにより、
病院内の衛生状況を改善することで傷病兵の死亡率
を劇的に引き下げることとなった 6)。このように、
データに基づく看護実践は、ナイチンゲールによっ
て始められたといえるが、Evidence Based Nursing
（EBN）や看護管理 7)をはじめ、今や看護学の基盤と
なる考え方の 1つになっている。
これら Society5.0やDX化の流れを反映するよう
に、2020（令和 2）年の 11月に公布された「保健師
助産師看護師学校養成所指定規則の一部を改正する
省令｣ 8)が発令された。このなかでは、「医療・介護
分野においても、AI（Artificial Intelligence:人工知
能）、IoT（Internet of Things:モノのインターネット）
等の情報通信技術（ICT）の導入が急速に進んでき
ている。これらの変化に合わせて、患者をはじめと
する対象のケアを中心的に担う看護職員の就業場所
は、医療機関に限らず在宅や施設等へ拡がっており、
多様な場において、多職種と連携して適切な保健・
医療・福祉を提供することが期待されており、対象
の多様性・複雑性に対応した看護を創造する能力が
求められている」という記載がみられる。
このような状況のなか、われわれは先の論文にお

いて、保健師助産師看護師学校養成所指定規則の改
正 8)に伴い 2022年度から適用される新カリキュラ
ムにおける看護基礎教育における「数理・データサ
イエンス教育」のミニマム・エッセンシャルズを明
らかにするため、2022年度に新カリキュラムの運用
を開始しなくてはならない各看護師養成校に資する
ために、2020年 4月に数理・データサイエンス教育
強化拠点コンソーシアムが公開した「モデルカリ
キュラム（リテラシーレベル）｣ 9)をもとにしつつも、
ここには明示されていない数理・データサイエンス
の哲学的背景である「データドリブン型（データ駆
動型）アプローチ」を入れ込んだ看護基礎教育にお
ける「数理・データサイエンス教育」のミニマム・
エッセンシャルズを提唱した10)。
本論文では、数理・データサイエンスの哲学的背
景である「データドリブン型（データ駆動型）アプ
ローチ」をなぜ、看護基礎教育における「数理・デー
タサイエンス教育」のミニマム・エッセンシャルズ
として入れ込む必要があるのか、ミニマム・エッセ
ンシャルズの定義を再確認しつつ論述する。

ミニマム・エッセンシャルズ
（minimum essentials）

新教育学大事典11)によれば、ミニマム・エッセン
シャルズについては、「本来はアメリカの 1920年代
から 30年代にかけて、進歩主義教育に対する批判
派 と し て 台 頭 し た エ ッ セ ン シ ャ リ ス ト
（essentialists：本質主義派）の、『教育内容は文化遺
産のうちの本質的かつ必要不可欠の知識・技能を
もって構成されるべきもの』との主張に結びついた
用語。転じて、教育内容を編成する際の『最小限必
要不可欠なもの』を意味するようになった。語源の
とおり、はじめは個人の要求や素質などよりは、文
化遺産や社会的課題を重視した教育内容の編成を指
示したが、後には経験主義教育理論に依拠するカリ
キュラム構成においても活用されるようになった」
との解説がなされている。したがって、教育のミニ
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マム・エッセンシャルズの設定では、次の 3つの視
点が重要であると考えられる。

Ａ）教育内容を編成する際の最小限必要不可欠
なもの

Ｂ）特定社会における子どもたちに対して、ど
んなことについて、どの程度の知識や能力
を身につけさせるか、という基礎学力の量
と質を決定すること

Ｃ）教育目標や教育的価値にかかわりをもち、
またより根本的にはその社会のあり方に
よって規定されること

これまで述べてきたように、われわれが考えたい
「数理・データサイエンス教育」のミニマム・エッセ
ンシャルズにおいては、社会の要請が大きいことか
らＣ）の「教育目標や教育的価値にかかわりをもち、
またより根本的にはその社会のあり方によって規定
されること」について考慮することが重要であると
考える。それでは、具体的にはどのように考えれば
よいのだろうか。
その答えの 1つが、先の論文 10)で示した、「データ
ドリブン型（データ駆動型）アプローチ」を入れ込
んだ看護基礎教育における「数理・データサイエン
ス教育」のミニマム・エッセンシャルズである。

データドリブン型（データ駆動型）アプローチと
仮説ドリブン型（仮説駆動形）アプローチ

われわれは 2018年に、Educationと Informatics
の新学際領域「Eduinformatics」を提唱 12)し、2019
には Eduinformaticsについての最新のレビューを
公開 13)している。また、2020年には Eduinformatics
を Institutional Research （IR）分野に適用 14)し、
2021年には Eduinformaticsを ICTに応用させた論
文 15)16)も公開している。さらに、Eduinformaticsの
研究として、絵本の読み聞かせに関して、テキスト
マイニングを使ったデータドリブン型（データ駆動

形）研究についての論文 17)も公開している。これ
は、文系の論文においても、データドリブン型、す
なわち数理・データサイエンスの融合が進んでいる
ことを示している。
これらをとおしてわれわれは、これまでの研究に
おける解析方法や情報学・数学・統計学と、数理・
データサイエンスとの違いは、仮説ドリブン型（仮
説駆動形）のアプローチなのか、それともデータド
リブン型（データ駆動型）のアプローチなのかの違
いであると報告した 10)。
歴史的には、仮説ドリブン型の研究が一般的な研
究手法であった。これは、仮説を立て、その仮説を
証明するために実験系を計画して実行するアプロー
チ方法である。これに対して、データドリブン型の
アプローチは、仮説を立てる以前に得られた（集積
された）データ（ビッグデータのことが多い）のな
かから、データマイニング手法によって何らかの知
識を見つけ出すアプローチ方法である 18)。
先に述べたミニマム・エッセンシャルズの 3つの
視点の１つであるＣ）の「教育目標や教育的価値に
かかわりをもち、またより根本的にはその社会のあ
り方によって規定されること」について考慮すると、
実際に将来、学生たちが社会に出て、数理・データ
サイエンスに触れる際には、データドリブン型のア
プローチを用いることが多くなることが予想され
る。これは、2013年度からスタートした政策誘導型
の補助金「私立大学等改革総合支援事業」 19)で実践
的なデータサイエンス教育を実施していることが問
われており、数理・データサイエンス教育が実デー
タ等を用いたデータドリブン型のアプローチである
ことが示されていることからも明らかである 10)。
先の論文 10)のなかでわれわれは、データドリブン
型のアプローチと仮説ドリブン型のアプローチにつ
いて、下記の 2つのポイント、すなわち、

①仮説ドリブン型とデータドリブン型の 2種類の
アプローチがあることを認識する
②数理・データサイエンスでは、データドリブン
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型のアプローチが用いられる

を理解することが重要であり、とくに看護学分野に
おいては、現在の大部分の研究アプローチが従来型
の仮説ドリブン型のアプローチであること、また、
機械学習（AI）などを用いた数理・データサイエン
ス手法を用いた新しいアプローチがデータドリブン
型のアプローチであることを理解しておくことが、
看護職として社会に出た際、数理・データサイエン
スを用いるときに重要となることを述べた 10)。
しかし、実際の解析を詳細に検討してみると、こ
の仮説ドリブン型のアプローチとデータドリブン型
のアプローチは、互いに独立に存在するのではなく、
両者は表裏一体な関係にあるとの認識に至った（図
2）。
従来の仮説ドリブン型のアプローチでは、まず、
仮説を考えるところからスタートする（図 2）。そし
て、その仮説を証明するために、実験を計画して実
行する。実験から得られた結果を考察して、最初に
考えた仮説が正しいのか、それともデータに沿った
新しい仮説を生み出すのかを考える。これは、Plan
（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）
が合わさってできた PDCAサイクルのような循環
モデルと類似している。
一方、データドリブン型のアプローチでは、まず
データが存在する。たとえば、ある会社の売上の
データかもしれないし、健康診断のデータかもしれ

ない。ポイントは、データありきでスタートする点
である。それらのデータを用いて、データマイニン
グの手法などを用いて、新しい仮説を構築する。そ
の仮説が正しいかどうかは、新たにデータを集める
か、もしくは過去のデータを学習データと検証デー
タに分けて実験するなどの手法によって確認する。
これらの循環サイクルを時系列に表現したのが図
3である。すると、データドリブン型アプローチと
仮説ドリブン型アプローチは、時系列上でどの時点
からスタートしているかで異なっているのではない
かという仮説が生まれる。もし、データからスター
トした場合はデータドリブン型アプローチと呼ば
れ、仮説からスタートした場合は仮説ドリブン型ア
プローチと呼ばれる。しかしこれは、データと仮説
から交互に生まれるため、データドリブン型アプ
ローチと仮説ドリブン型アプローチは、表裏一体な
のではないかといのがわれわれの主張である。
このように、データドリブン型アプローチと仮説
ドリブン型アプローチが表裏一体であることは、数
理・データサイエンス教育の哲学的な背景となって
いること、さらには、看護学において過去にみられ
た「量的研究」対「質的研究」といった方法論間の
信念対立に陥らないためにも 20)、看護基礎教育にお
ける数理・データサイエンス教育においてデータド
リブン型アプローチをミニマム・エッセンシャルズ
とすることが必要不可欠であると考える。
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図 2 仮説ドリブン型アプローチとデータドリブン型アプローチ 

 

 

 

 

図 3 仮説とデータの循環サイクル 

図２ 仮説ドリブン型アプローチとデータドリブン型アプローチ



今後の展望

先に述べたように仮説からデータを生成すること
は、仮説ドリブン型のアプローチで述べたとおり、
実験を計画して実行することで得られる。一方、
データから仮説を構築するためにはどのようにすれ
ばよいのだろうか。先程、データドリブン型のアプ
ローチの箇所では、われわれは、「データマイニング
の手法などを用いて、新しい仮説を作りだす」と述
べた。しかし、実際に研究を行ってみると、簡単に
は仮説が生み出せないことが多いと感じている。こ
の仮説形成については、個別の事象を最も適切に説
明しうる仮説を導出する、あるいは創造的発見を生
み出す論理的推論としての「アブダクション（仮説
推論）」と呼ばれる思考方法が存在する。アブダク
ションは、演緯・帰納と並ぶ第 3の推論としてパー
スが提唱したものであるが、現在、人工知能やコン
ピュータサイエンスの研究者からも注目を集めてい
る 21)。したがって、看護基礎教育における数理・
データサイエンス教育のミニマム・エッセンシャル
ズとして、このアブダクションを入れ込む必要があ
るのかどうかについて検討することが、本研究の次
の課題である。

本研究は JSPS科研費 20K10653の助成を受けた
ものです。
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